


























































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■of　was　often　only the　liberty　to be slovenly in　thought　and　amorphous　in　rituaL
．．．．，．（32）
　つまり“stephen　Hero”は’Joyceの言う“epical　condition”ではなくして，
むしろ情緒が芸術家自身との直接の関係において提示されたところのIyrical
conditionに近いものであると言うことが出来るだろう。
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　次に“Portrait”の場合，　Joyceの姿勢はどのような変化を遂げたかを考察す
る段階であるが，前にもふれた如く“P・rtrait”への改稿の前に，“Dubliners”
中の異色作ぐThe　Dead＞が介在しているのでまず，この作品における変化を簡
単に考察しなければならない。
　〈The　Dead＞が着想されたのは1906年であるがその完成は翌1907年であり，
満一年が完成までに費やされている。ところでこの作品を執筆当時のJoyceは
異郷にあって相変らずの貧窮にさいなまれながら職を転々し，一方〈The　Dead＞
以外の，すでに完成されていた作品を収めた“Dubliners”の出版がGrant
Richards社から拒否され，続いて“Chamber　Music”を出版してくれたElkin
Mathews社からも，“Dubliners”の出版ぱ拒否されたのであった。要するに異
郷にあって妻子を抱え，万事思うにまかせぬ事情の中にあるからといって，exile
としての境遇はJoyce自ら選んだ道であるが故に，　arrogantなJoyceにとって
は今更祖国アイルランドに婦ることは，生きながら死の状態に陥るに等しいこ
であったろう乏思われる。ここにJoyceは是が非でもexileとしての自己の地
位を自ら再確認せざるを得ない立場に追い込まれた要因があったのだろうと思
われ’驕B〈The　Dead＞はこのような事情のもとに着想され，完成されたもので
あった。主人公Gabriel　Conroyは，もし亡命しなかったとしたらかくもなっ
ていたであろうと思われるJoyce自身の投影であり，妻Grettaはしたがって，
NOraの投影であるという設定は明らかであって，　Joyceがこのような設定を
試みたことは，exileとしての自己の位置を再確認しようという試みが，　para－
doxicalな形式によってではあるが，あったことを示すものである。いやむし
ろJoyceのarrogantな性質の故にparadoxicalにならざるを得なかったので
ある。
　Misses　Morkan邸のpartyで“And　haven，t　you　your　own　land　to　vlslt……
that　you　know　nothing　of，　your　own　people，　and　your　own　country？”（33）と言っ
てGabrielを皮肉に攻めるMiss　Molly　IvorsはEmma　Cleryの後身であると見
倣される。この間に対して，“0，to　tell　the　truth，．＿．．1’m　sick　of　my　own　coun－
t「y，sick　of　it”（34）と苦しげに答えるGabrie1は，もしも亡命しなかったなら祖
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国アィルラソドを憎悪しながらも，どうにもならぬ破目に陥ってロ申吟していた
であろうJoyceの状態にほかならないのである。それはまた，現実において
祖国を捨てたJoyceが異国の土にあって，　arrogantであうaloofであるが故に
吐く祖国アイルランドへの思慕の情の屈折した表現ではなかったろうか。
Misses　Morkanのpartyが終って妻Grettaと深夜（明方に近い）の町を馬車を
とばして，あるホテルのドアの前に立った時，彼Gabrielの感じたのは，“they
〈Gabriel　and　Gretta）had　escaped　from　their　lives　and　duties，　escaped　from　home
and　friends　and　run　away　together　with　wild　and　radiant　hearts　to　a　new　adven－
ture・”（35）という感じであって，ここには“Stephen　Hero”tlこ見られるような，
環境への峻烈な批判もなく，militantな態度もない。それは使命を果し得な
かった座折感から生じるparalysisの状態である。そしてそのparalysisは，
戸外にかすかな音をたてながら降る雪に象徴されているのである。“His　soul
swooned　slowly　as　he　heard　the　snow　falling　faintly　through　the　universe　and
faintly　falling，　like　the　descent　of　their　last　end，　upon　all　the　Iiving　and　the
dead”，（36）と書かれてあるが，　paralysisは生ある者の上にも，死せる魂の上に
も同じように覆いかぶさるのであり，彼にとって残された唯一つの道は，“to
set　out　on　his　journey　westward”（37）だけであったのだ。“westward”とは
Grettaの故郷Connachtであり，それはNoraの故郷Galwayと二重うつし
になっていることは明らかであり，そこに象徴されるものは，亡命地トリエステ
かちはるかに偲ぶ祖国アイルランドにほかならなかったのである。おそらく
‘‘she　time　had　come　fo「him　to　set　out　on　his　journey　westward”という文を，
J・yceは祖国への切々たる思慕の情をこめて書いたに違いないのである。彼は
祖国への回帰の姿勢をとったのであり，しかもなお，回帰の姿勢をとりつつも，
もし亡命しなかったら，という設定のもとに自己を作品に投影することによっ
てexileとしての自己をみつめ，自己を客観化する目をかち得たのであった。
そこに主人公に加担しながらもなお，“Stephen　Hero”とは違う，そして
‘‘cubliners”中の他の作品とも異質な，独特のrealismが生じた要因があった
のである。
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V
　Richard　Ellmannによれば，　Joyceが‘‘Stephen　Hero”を全篇5章より成る
“Portrait”に書き改める決心をしたのはLucia誕生直後，つまり1907年7月
以降のことであった（3s）。彼がこのような決心をしたについては，芸術作品の誕
生は母の愛情と同じように，苦悩を伴なわなければいけないのであり，それま
での作品は余りにも容易に生み出されたものであって，したがって真の芸術作
品の持つ要素の一つを欠乏しているが故に彼はそれ等に不満を感じて“the
obstacles　in　the　form　of　a　most　complicated　pattern”を発見したからであった，
とEllmannは言っている（39）。このような考えがLucia誕生の直後に実行に移
されて‘？ortrait”になったということは，多分にLucia誕生の際のNoraの難
産がJoyceの思考に影響を与えたものと考えられるのであるが，ここで重要な
ものは“amost　complicated　pattern”とは何かということである。それこそが
実は“Portrait”の主要なmotifとなっていると見られるからである。
　結論から先に言うならば，それは混沌とした感覚的な状態から強烈な自我に
目覚めるまでの過程のpatternである。それはStephen　Deadalusに投影され
たJoyceの思想形成の過程にほかならない。したがってそのclimaxはカトリ
シズムから離脱して，自らを芸術家として再生する点にある。その構成は淫売
婦と犯した「情欲の罪」に陣吟し，religiOUS　retreatにおけるreCtOrの具象的
な地獄についての説教に怖れおののき，自己をカトリシズムの厳しい戒律に従
わせて，カトリック信者としては最高の僧職という地位につくことをrectorか
ら勧められる，という風に物語はカトリシズムとの関係においてStephen
Deadalusの自我意識を中心として劇的な上昇をたどるのであり，ここで物語は
次の第二の展開部に移るのである。すなわち，Steaphen　Deadalusはこれを拒
絶してその直後におのれの名前をギリシャ神話の工人と，P一マのキリスト教
の殉教者の復合symbolとして突如自覚して，流れの中に立つ少女に現世の美
を発見し，カトリシズム信仰からの決定的な離脱が達成されるのであるが，こ
こにこの物語のclimaxがあるのであり，以下第5章は芸術家として目覚めた
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自我が，その使命を自覚するに至る過程であって，いわばepilogueの部分であ
り，“01d　father，　old　artificer，　stand　me　now　and　ever　in　good　stead”というカト
リシズムの神ならぬ芸術の巨匠への祈りで終っている。つまり“Portrait”にお
けるmotifは，カトリシズムからの離脱即芸術家としての再生ということであ
り，このpatternがJoyceの投影としてのStephen　Deadalusの意識を通して
象徴的に表現されているのである。したがってここに定着されている芸術家の
魂は，‘‘His　sould　had　arisen　from　the　grave　of　boyhood，　spurning　her　grave－
clothes．　Yes！Yes　！Yes！He　would　create　proudly　out　of　the　freedom　and
power　of　his　soul，　as　the　great　artificer　whose　name　he　bore，　a　living　thing，　new
and　soaring　and童mpalpable，　imperishable，”（40）という高揚した精神であり，又
‘‘nlife！Igo　to　encounter　for　the　mi11ionth　time　the　reality　of　experience
and　to　f（）rge　in　the　smithy　of　my　soul　the　uncreated　conscience　of　my　race．，，（41）
という使命観にあふれる魂であったのだ。
　Joyceが“Stephen　Hero”セこおいて目ざしていたもの（それはarrogantで
aloofな精神が，環境に対してmilitantな態度を持して，それから離脱する過
程であった）から芸術家としての再生それ自体に移ったところに描写の違いが
生じた一つの原因があったのだ，と見ることが出来る。つまり“Portrait”にお
いては環境の描写はStephen　Deadalusの意識とのかかわり合いがある場合に
限ってのみ，したがって最少限にしか必要でなかったということなのである。
っまり，環境は遠く背景に押しやられて，作者の投影であるStephen　Deadalus
の意識の推移が中心になったのであり，情緒の中心としておのれを見つめ，且
っ表現しようとする自己は，他と等距離に立ち得たのであって，したがって
Joyceの言うepicalな作品と呼ぶことが出来るのである。
　われわれは更にJoyceがぐThe　Dead＞において示したアイルランドへの回帰
の姿勢がこの傾向を強めた要因になっていることを見逃すことは出来ない。
1907年当時のJoyceのアイルランドに対する感情は，当時のトリエステで行
なわれたイタリー語での講演“lreland，　Island　of　Saints　and　Sages”に如実に表
現されているのである。“This　exalted　title　was　not　invented　yesterday　or　the
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day　bef（）re．　It　goes　back　tQ　the　most　ancient　times，　when　the　island　was　a　true
fbcus　of　sanctity　and　inte】lect，　spreading　throughout　the　continent　a　culture　and
avitalizing　energy・”（42）と言って，アイルランドの歴史を説きおこした時，現
実のアイルラソドではなくして過去のアイルランドの讃美にその屈折した思慕
の清を託さざるを得なかったJoyceの胸中が余す所なく吐露されたのであっ
た。それはもち論，Sinn　Fein党の愛国心とは異質のものであった。　Joyceが
Sinn　Fein党に通じる過eW　nationalistsに同意できなかったことはすでに，　Uni－
versity　Collegeの学生時代からであって，そのことは“Stephen　Hero”におい
ても，“POrtrait”においても明らかにされているところである。そのaloofな
性格のため自らexileの境遇を選び，現実にぱ出版社との確執に悩み，妻子を
抱えて路頭に迷うようなBohemian　lifeを送らざるを得なかったJoyceにとっ
て，アイルラソドへの回帰の姿勢が上述のような屈折した形をとったことは理
の当然と言えるかもしれない。すでに学生時代に“atrue　focus　of　sanctity　and
intellect”を，そしてその‘‘vitalizing　energy”を芸術家的本能とでも言うべき
ものによって感得していたからこそ過激nationalistsのグループとも分かれて，
孤独の道を歩まざるを得なかったのであろう。そしてこの感得が現実のアイル
ラソドに対比されたときに，強烈な現実批判となって表現されたのが“Stephen
Hero”であり，その後数年のexileとしてのBohemian　lifeの現実の壁につき
当った時，Noraの愛情を通して得たものが“the　uncreated　conscience　of　my
「ace”ﾅあり，そしてそれによって‘‘He　would　create　proudly　out　of　the
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able”という芸術家としての自己再生の認識となったのでなかったろうか。し
たがって“Portrait”においてはもはや“Stephen　Hero”に見られたあの厳し
い現実批判が影をひそめ，芸術家としての自我認識の過程がそのmotifとなっ
たのであり，そこに“Portrait”の持っどこか空虚な抽象的且つ象徴的な表現形
式となった根源が存在するのではなかろうか。そしてそれがまた，“Por亡rait”
をしてautobiographyならざるfictionをその中に含むところのautobiographi－
cal　stOryたらしめた客観性の根源でもあったのだと思われる。つまり冒頭にお
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いて述べたところの
　　　Doublin　l　904
　　　Trieste　lgI4
というficti・nは，十年後を期してアイルランドを去ったarrogantでaloofな
青年Joyceがアイルランドへの回帰の姿勢をとった自己に対して，　exileとし
ての境遇に身を置くことを余儀なくされた自己を再認識させざるを得なかった
為の必然的なfictionであり，このことに実は“Portrait”の性格が端的に表現
されていると言っても過言ではない。そしてこのfictitiousnessが次の“Ulysses”
へと更に大きく発展していったのである。
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